
＜その1.　訪問先を決める＞

　　　○どこかの企画に申し込んで参加する場合に確認すること

　　　【確認事項】

　　　　・誰が主催なのか？　　・参加費等あるのか？

　　　○定期的に見学を受け入れている工場に見学を申し込む場合に確認すること

　　　【確認事項】

　　　　・どのような場所を見学できるのか。　・１グループ何人まで対応可能か？　　・服装は

　　　○心当たりの工場に見学可能か聞いてみる場合に注意すること

　　　【お願いにあたって先方に伝える事】

・見学の目的　・自分達団体の活動目的　・人数　　・見学希望日時

　　　【受け入れが決まったら】

・見学の目的をグループ内で共有　　・注意事項を厳守する。

　　

＜その2.　目的、見学先について調べられることを書き出してみる＞

○ホームページなどを参考に調べましょう。

○可能であればその工場の会社の製品を買ってよく見て見ましょう。

· その上で何を知りたいのか見学する目的をしっかり決めましょう。

＜その3.　いよいよ工場見学を実施！発見を書きとめよう＞

○工場によっては自分の筆記用具が持ち込めないところもあるので、

　聞きたい項目はしっかり覚えておきましょう。

○ささいな事と思えるようなことでも、書き留めておくことで参考になることがあります。

○わからないことは、質問として与えられた時間に確認しましょう。

＜その4.　お互いの感想を共有してみよう＞

○グループで参加した場合は感想を出し合いましょう。自分が気づかなかったことが

　わかるかもしれません。

＜その5.　感想をまとめよう＞

· 「工場見学記録シート」に感想をまとめてみましょう。

＜その6.　全国消団連にＦＡＸしよう！＞

　　　○グループ内の記録シートを裏面の「工場見学実施レポート」にまとめて全国消団連に送って下さい。

　　

（一社）全国消費者団体連絡会行き　ＦＡＸ：03-5216-6036
工場見学実施レポート

【参加グループ名　　　　　　　　　　　　】【代表者名　　　　　　　　】　　　

【代表者連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 】
【見学工場名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 】　
【見学日時　　　　　　　　　　】【参加人数　　　　　　　　　　　　  】

★「工場見学記録シート」を使って確認できたこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★その他　特に良かったこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· びっくりしたこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 残念に思ったこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

報告ありがとうございました。

（一社）全国消団連がこれまで実施してきた工場見学の経験の中から、消費者の見るべき視点を持つための「工場見学記録シート」をまとめました。

「工場見学記録シート」を活用方法と「実施レポート」を全国消団連のホームページにアップいたしますので、是非ご活用をお願いいたします。工場見学レポートを寄せ合い、新しいスタイルのリスクコミュニケーションとして活動交流していきたいと思います。

　

